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不登校・ひきこもり家族会「葉山 ゆずり葉の会」
日　時：９月29日（木）、10月27日（木）　11月以降も月1回開催予定
　　　　10：00 ～不登校の子の親の会、13：30 ～ひきこもりの子の親の会
場　所：葉山町社会福祉協議会　２階　会議室
対　象：不登校やひきこもりの方の家族（ZOOM参加可）／参加費無料
問合せ・申込み：ゆずり葉の会　メール　zushi.yuzurihanokai@gmail.com
　　　　　　　　　　　　　　　ホームページ　https://yuzuriha.jimdosite.com
　　　　葉山町社会福祉協議会　電話　046-875-9889　　メール　shakyo@hayamashakyo.com

～不登校・ひきこもりの家族会がはじまりました～
全国で推定115万人の方々がひきこもり状態にあるとされていますが、誰もが生きづらさを抱えやすいと

言われている現代社会において、いつでも誰でも、ひきこもらざるを得ない状況になる可能性があります。
葉山町社会福祉協議会では、社会や学校で生きづらさを抱え、不登校やひきこもり状態にある方々やその

家族の支援を目的に、令和３・４年度に地域に向けた学習会を開催するとともに、令和４年５月からは逗子
で活動している家族会「ゆずり葉の会」と協働で、不登校・ひきこもりの親の会を葉山で開催しています。

「ゆずり葉の会」代表 橋本さん

上記の家族会は、午前中が不登校（ぎみ）のお子さんの親御
さんの会、午後がひきこもり（がち）のお子さんの親御さんの
会として月１回開催し、毎月お悩みやご心配を抱えた親御さ
んが参加されています。同じ悩みを抱える親御さん同士でお
話することで、「ウチだけではないんだ」「そんな考え方もあ
るんだ」など、気持ちが楽になったり、気づきや新しい繋が
りが生まれたりする時間になっていると感じています。
皆さんが安心して参加できる場づくりを心掛けていきたい

と思いますので、まずは一回参加してみませんか。

逗子市での親の会に以前か

らご参加の親御さん方が葉

山町での会にもお手伝いに

いらしてくださり、葉山町

社協の担当者の皆さんと一

緒に、温かい雰囲気の会場

を用意しています。どうぞ

一度お立ち寄りください。

お待ちしております。

※上記家族会の他、県ひきこもり地域支援センター主催のひきこもりの方ご本人の居場所づくりの事業が10月26日に葉山で開催されます。詳しくは３面
をご参照ください。 
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神奈川県共同募金会葉山町支会（葉山町社会福祉協議会内）

【昨年（令和3年度）の“募金実績”と“配分実績”】　寄付金総額 7,760,601円
赤い羽根募金　　　　４,０１１,６８０円
年末たすけあい募金　３,７４８,９２１円

“赤い羽根募金”のつかいみち
★葉山町内の在宅福祉サービス（家事介護・配食）団体の活動費

⇒　2団体　400,000円
★葉山町社協の令和4年度事業費（※） 	 ⇒　2,331,079円
★神奈川県内の福祉施設・団体などの活動費・整備費等

⇒　1,280,601円

“年末たすけあい募金”のつかいみち
★年末たすけあい援護費

子育て・障害児者への支援と理解促進、
ひきこもり・孤立防止の活動団体への助成　　

⇒　1,100,000円
★葉山町社協の令和４年度事業費（※）　　 ⇒　2,978,700円

今年も、「赤い羽根募金（10月）」と
「年末たすけあい募金（12月）」を実施させていただきます。

共同募金運動は、各地域に存在する生活課題や地域課題を解決しようとする
民間の活動を支援するための運動です　　～民間による民間のための運動～

共同募金運動〔※1〕は、誰もが住み馴れた地域で安心して暮らすことができるように、住民同士のたすけあいを基調とする地域福祉の推進
を目的として、住民など民間の多様な地域福祉活動に必要な資金を集め、支援（配分）するために全国協調して展開される民間（実施主体：
都道府県共同募金会）が行う募金運動です。　〔※1〕「共同募金」は、「赤い羽根募金」と「年末たすけあい募金」の総称です。

時代にあわせて、支援の方法などは変わりますが、「たすけあいの心」は変わりません。
共同募金は皆様の善意とたすけあいに支えられた運動です。

赤い羽根募金 年末たすけあい募金
原則〔※3〕6か月（10月1日～ 3月31日） 期間〔※2〕 原則〔※3〕1か月（12月1日～12月31日）

【 広域配分 】
葉山町で集まった募金は葉山町内を含む神奈川
県下で活用

配分
【 地域配分 】
葉山町で集まった募金は“全額”葉山町内で活
用

・民間の社会福祉施設、非営利の在宅福祉サー
ビス事業、住民が行う草の根活動、市区町村
社協が行う地域福祉推進事業、福祉施設の施
設整備

・大規模災害に備えた災害等準備金の積立や災
害時支援〔※5〕など

使い道
（全国的）

・支援を必要としている方への年末年始の見舞
金品〔※4〕

・（年末年始を中心とした）地域福祉サービス事
業など〔※4〕
・市区町村社協が行う地域福祉推進事業など

〔※2〕募金期間は厚生労働大臣の告示に基づいて決められます。
〔※3〕新型コロナウィルス感染防止の観点から、募金期間が延長されています。
〔※4〕時代の変遷とともに年末年始の見舞金品の支給や年末年始に限らず活用されるようになっています。
〔※5〕共同募金を行う都道府県の区域外で発生した被災地への支援のためにも配分・活用されています。

シンボルキャラクター：
愛ちゃんと希望くん

（※）葉山町社協では、共同募金を以下の各事業などに活用させていただいています。

「福祉作文コンクール」も
共同募金運動の一環！

毎年、葉山町内の小・中学生が応募
してくれる「福祉作文コンクール」も
共同募金運動の“福祉教育”の一貫と
して実施されています。葉山地区審査
会で選出された代表作品は、神奈川県
審査会で数多く入選しています。

※昨年度の葉山地区代表
　作品は葉山町社協ホー
　ムページ上で閲覧でき
　ます。

共同募金の使い方（助成）の“変化”と“あゆみ”

＜昭和20年代＞戦後の戦災孤児や浮浪児、引揚者、戦災者な
どを対象とした援護事業を行う施設への助成が、大きな比重
を占めていました。
＜昭和30年代・40年代＞当初の生活困難者援護という経済的
問題から心身障害児・者問題、児童の健全育成、地域福祉活
動など、助成対象事業の範囲が広がってきました。
＜昭和50年代＞施設への助成割合は年々減少し、在宅福祉活
動や社協などが行う地域福祉活動のための地域助成の割合が
増加し、福祉の流れが大きく変わりました。
＜昭和60年代＞施設が地域に開放して行う事業や、障害者作
業所への支援などが行われるようになり、また、高齢者社会
へと移っていくとともに、助成対象が在宅の高齢者事業へと
広がってきました。
＜平成に入ってから＞少子・高齢社会となっていくにつれて、

在宅の要介護者支援の助成事業や、住民やボランティアによ
る草の根的な福祉活動への助成が多くなってきました。
＜平成９年以降＞神奈川県共同募金会では、年末たすけあい
運動開始後40年以上が経過したことによる国民生活の向上や
社会福祉施策の状況などを踏まえて、慰問金・見舞金という
『人』に対する金銭支給から、『事業』による要援護者支援へ
転換していく方向性の提案が示されました。
＜平成26年以降＞葉山町社協では、「葉山町内の解決が必要な
福祉活動を自ら興したい！」といった“想いを実践に踏み出
すための支援”として、住民主体の取り組みに対して助成し
ています。プレゼンテーション審査を行ない、集まった募金
がどのような福祉活動に活用されるのかを具体的に目に見え
て実感できる仕組みづくりを、住民参加のもと進めています。

地域のサロン助成 はやま地域活動ガイドブック発行 各種講座の開催
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生活福祉資金貸付制度生活福祉資金貸付制度
低所得者、障がい者、高齢者に対し、資金の貸付と必要な相談支援を行うことにより、経済的自立及び生活意欲の助長

促進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定した生活を送れるようにすることを目的としています。

◦ご利用いただける世帯

下記表のいずれかに該当する世帯で、他からの借入が困難な場合で、かつ貸付審査により返済の見込みがあると判断さ

れた世帯に貸付を行います。

団体名 助成決定事業の概要

低所得世帯 世帯の総収入が一定の収入基準を超えないこと（概ね生活保護法に基づく生活扶助基準の1.7倍程度）

障害者世帯 「身体障害者手帳」「療育手帳」「精神障害者保健福祉手帳」の交付を受けた方が属する世帯

高齢者世帯 65歳以上の常時介護を要する、療養が必要である高齢者がいる世帯

生活保護受給世帯 生活保護を受給中で、福祉事務所長の許可を得た世帯

いずれの資金も「低所得である」、「障害者が同居している」という理由だけでお貸しできるものではありません。

※生活福祉資金は「個人」への貸付ではなく「世帯」への貸付という趣旨で運営しています。

※暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に規定する暴力団員が属する世帯の借入申込みはできません。

１．神奈川県内に住民票があり、居住している事実を確認できる方が対象です。

２．外国人の場合は、外国人登録が行われていて、在留資格が確認できること、将来とも日本国内で永きにわたり住み続

ける見込みのあることが必要です。

３．ひとり親世帯の方は、まず「母子父子寡婦福祉資金貸付制度」をご利用ください。（窓口：鎌倉保健福祉事務所）

４．原則として連帯保証人が必要です。

◦審査の都合上、貸付交付まで１ヶ月以上かかることもあります。

◦事業の目的遂行に必要な範囲に限り、関係機関・関係者に対して、個人情報を提供し、提供されることがあります。貸

付の契約時に同意書に署名をいただきます。

◦審査により貸付の目的を達成する見込みがなく、返済も困難であると判断した場合には、賃金の貸付は行いません。ま

た申込書及び添付書類の記載事項や内容について事実と相違があった場合

にも貸付不適当と判断することがあります。

◦虚偽の申請、不正な手段により貸付を受けた場合や、借受けた資金の使途を

勝手に変更したり、他に流用した場合には、資金の全額または一部を即時に

返還していただくこともあります。

お困りの内容によって、ご案内できる資金の種類が変わります。詳細は葉山町

社会福祉協議会までお問い合わせください。

企業や店舗等を営む皆様へ企業や店舗等を営む皆様へ

＋＋＋法人会員加入のお願い＋＋＋
「葉山町を暮らしやすい街にしたい！」これは、葉山町に住んでいる方も、企業や
店舗等を経営されている方も皆さんが願うことかと思います。しかし、「安心や便利」
と感じることは、人それぞれに違いがあります。葉山町社協は、地域で暮らす方々
の様々な声を吸い上げ、地域の皆さんと共に、問題を解決していくために、地域で
懇談会の開催や、地域の福祉活動を支援いたします。そのためには、地域でご活躍
の企業や店舗等の皆さんのご協力とやさしいお気持ちをお借りして、「はっぴぃでや
さしいまちづくり」を共に築きあげたいと思います。
法人会員に加入することは、会費を納入することにより、地域の福祉活動に参加・
支援をしていただいていることになります。
会費としていただいたお金を使って、打ち上げ花火のような目立った活動を行う
ことはできませんが、地域に「やさしさの種」をまくことができます。
また、会費は税制上の優遇措置を受けることができますので、一般の寄附金とは
別枠で、損金の額に算入することができます。ぜひ葉山町社協のサポーターになっ
てください！
よろしくお願い申し上げます。

法人会費：一口 3,000円以上
ご連絡をいただければ集金に伺います。

「ひきこもり」の人の居場所
ひきこもり状態から何かを変えたいと思う人に、居場所づ

くりをします。何かを話させる会ではありません。話したい
時は声をかけてください。
予約なしで当日来場可能です。

日　時：10月26日（水）　午後1時～4時
場　所：葉山町社会福祉協議会　会議室
担当・問合せ：県青少年センター
　　　　　　　青少年サポートセンター課
　　　　　　　ひきこもり地域支援センター
電　話：０４５－２６３－４４６７



＜葉山町社会福祉協議会＞

TEL：875-9889 FAX：876-1873 E-mail：shakyo@hayamashakyo.com 

◆法人運営 社会福祉協議会の運営に関する窓口 

◆介護サービスセンター ケアプラン作成・ヘルパー派遣に関する窓口 

FAX：874-9311 E-mail：zaitaku@hayamashakyo.com 

◆はやま住民福祉センター 

福祉に関する相談窓口  

地域活動やボランティア活動に関する窓口  

日常生活自立支援に関する窓口

 

貸付に関する窓口

 
在宅福祉サービスに関する窓口  

◆葉山町地域包括支援センター 高齢者に関する総合相談窓口 

TEL：877-5324 E-mail：houkatsu@hayamashakyo.com 

住所：葉山町一色2512-14　須永マンション２階

ケアマネジャー直通TEL：877-1031　ホームヘルパー直通TEL：854-4414

様々な検診や児童館情報など、葉山町の子育て情報をお届けします。
QRコードから、空メールを送れば登録完了。個人情報等は不要です。
QRコードを読んで、表示されたメールアドレスに空メールを送ってください。
QRコードが読めない方や、PCでの登録の方は、sukupara-fjoin@5-55.jp へ空
メールを送ってください。
折り返し、『“sukupara” メーリングリストへようこそ』というメールが返って
きたら登録完了です。

葉山すくすく子育てメール配信中！
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お 問 い 合 わ せ

※高齢者に関する相談窓口　担当地区
　堀内・長柄　　　　　　　　　　　葉山町地域包括支援センター　TEL：877-5324
　一色・木古庭・上山口・下山口　　葉山町地域包括支援センター 清寿苑　TEL：878-8905

内　　容：葉山町内で介護保険「訪問介護」等の身体介護、生活援助
勤務時間：月曜日から土曜日の間の8時〜18時、ご希望の曜日や時間について相談をしなが

ら決めます。
条　　件：ヘルパー 2級、初任者研修・現任研修を受講済の方、又は介護福祉士。未経験

の方歓迎です。
給　　与：時給1,530円～2,030円
選考方法：書類及び面接
そ の 他：健康診断年1回無料
連 絡 先：葉山町社会福祉協議会介護サービスセンター

電話：８７７－１０３１　FAX：８７４－９３１１
E-mail：zaitaku@hayamashakyo.com　担当：山下　淳

ヘルパー募集（パート）

点訳ボランティア養成講座（初級）点訳ボランティア養成講座（初級）
　視覚障害をお持ちの方々への理解と点訳本作成の基礎的な知識と技術の習得を通して、ボランティア・市
民活動の人材発掘と育成を目的に開催します。
日　程：10月4日（火）～ 2月28日（火）（途中休み含む全17回）
場　所：町社会福祉協議会　会議室
対　象：基本的な点訳の知識・技術を身につけたい方（先着15名　5名以下で中止）
受講料：1,500円（資料代等）
講　師：葉山点訳の会　会長　大熊成子 氏
締　切：9月27日（火）
問い合わせ・申込：葉山町社会福祉協議会　TEL：０４６－８７５－９８８９／ FAX：０４６－８７６－１８７３

MAIL：hvc@hayamashakyo.com

国際ソロプチミストアメリカ「夢プログラム」は国連経済社会局（UNDESA）において、
SDGsベスト・プラクティス賞に選ばれました

「夢を生きる：女性のための教育・訓練賞」に応募しませんか？「夢を生きる：女性のための教育・訓練賞」に応募しませんか？

国際ソロプチミスト �子・葉山
担当：川﨑　電話番号：046-875-2802

Eメール：sizushihayama@soroptimist.net

応募資格
〇家族に対して主な経済的扶養責任を負っている

〇高校と同等機関、職業・技能訓練プログラムもしくは専門学校、短期大学、大学の学
部課程に在籍している、もしくは入学許可を得ている

〇経済的援助を必要としている

※クラブから1名がリジョンの審査に推薦され、さらにリジョンの1位がSIAに推薦されます

応募締切日：2022年11月15日（火）

後援

逗子市
葉山町

ステップアップを
めざしている
あなたへ

国際ソロプチミストは世界約118の国と地域に3,000クラブ約70,000名の会員を持ち、国連の経
済社会理事会（ECOSOC）総合資格を持つ数少ない女性のNGOです。
私たち国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョンが属するアメリカ連盟には、20の国と地域に約
1,300クラブ約30,000名の会員がおり、女性と女児の生活の向上を目指して活動をしています。
アメリカ連盟の代表的プログラム「夢を生きる：女性のための教育・訓練賞」は、1972年以来、今以上の教育や技能訓練を得ることによって、
より良い生き方を目指している女性を応援し、賞金を提供しています。

国際ソロプチミストアメリカ（SIA）
上位３名　　10,000ドル

日本東リジョン
1位　　　　　　 1名　5,000ドル
2位　　　　　　 1名　3,000ドル
日本東リジョン賞　10名　20万円
日本東リジョン奨励賞　15名　10万円

クラブ
クラブ賞　　　　 　　1名　5万円

↑問合せ・
申込みメール

↑国際ソロプチミスト
アメリカ日本東リジョン

「夢を生きる：女性のための教育・訓練賞」の応募要領に関する詳細は、以下のクラブにお問い合わせください。

国際ソロプチミストは2021年に
100周年を迎えました


